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ProfilePrint について

• 企業説明
• 製品説明
• AIを組み合わせた官能評価の再現について
• 官能評価のAIへの置き換えの現実性について
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ProfilePrint 企業説明

Clients & Partners 一例

2017年 シンガポール 設立
世界初のA.I.型食品指紋技術を開発・特許取得に
成功したスタートアップ企業
出資者：
• 世界最大手の食品企業
• 国際的ベンチャーキャピタルファンド
• シンガポール政府 など
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ProfilePrint 製品説明

分光分析の技術を応用した
ポータブルな測定機器

(1測定12-14秒/1サンプルにつき準備も含め約３min)

特許技術（2022年取得）
対象品（一部例）

珈琲

ビールカカオパウダー

茶葉

食用油精肉

イチゴ

評価項目（一部例）

使用者独自で設計が可能
 特定の物質では測れなくとも、

ヒト感覚的に数値化できる項目。
五味（甘味、酸味、塩味、苦味、うま味）
「豊かさ・コク」「爽やかな香り」など

 わずかな風味による合否判定。
 見た目ではわからない品種や等級分け。

SaaS プラットフォーム
（A.I.型学習プログラム）

カッピング作業サポートや、成分分析値の簡易評価が迅速に可能に。
データのクラウド管理による、遠隔地からの評価も可能に。



既存の分析機器では測れなかったが、
ヒト感覚的に数値化、分類わけできるものを客観的に簡便に測定することが可能に。
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ProfilePrint 製品説明

波⾧全体を測定し、各評価
項目に対し一貫性及び再現
性のあるパターンを特定。
品質や味の特徴に影響を与
える複雑に相関関連する代
謝物をも特徴を取得。

既知の波⾧を識別。
品質と味に影響を及ぼす
可能性のある成分を見落
している可能性がある。

定義されたピークを測定:
少数の既知の化学物質に基づく限定的な分析

パターン学習: 
A.I.を活用して全波⾧の分子パターンを網羅的に
学習し識別

既存分析機器 ProfilePrint

？
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AIを組み合わせた官能評価の再現に関して

食品の官能評価：身体的負担を要し、また主観的な評価になりやすい。

• 食文化による差
• 年代による差
• 習慣化による

味わいの鋭敏化/鈍化
など…

バイヤーとセーラー、同じコミュニティ内のコミュニケーションは、
主観的な表現や既存の分析機器に基づいた数値によって制限され、その指標は独自の指標が存在している。
→官能評価の共通言語化、品質管理の共通指標化はこれまで大きな課題であった。
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AIを組み合わせた官能評価の再現に関して

官能評価事例
コーヒー18サンプルを45人の世界的な評価エキスパートが評価した結果。

世界的なスタンダートがあるコーヒー評価のエキスパートでも評価者により30％の偏りがある。

どこまでAIを官能評価が行われる場面で活用することができるのか？
どの精度まで向上させることができるのか？
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官能評価のAIへの置き換えの現実性について

75% accuracy

AI :100％
ヒト評価:0％

90% accuracy

AI :70％
ヒト評価:30％

ヒトとAIが組み合わさることで評価精度はさらに向上する。
AIでの判別が難しいサンプルにのみ絞り、人がカッピングを
行うことでカッピング作業を大幅に削減することができる。
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コーヒー生豆 Case Study
• 石光商事グループ様の基準に基づいたPass/Fail評価結果 (Classify Model)
• ProfilePrint insight機能を用いたサンプルのばらつき評価
• まとめ：合否判定の実運用を想定した使い方

• 補足試験：コーヒー生豆に含まれるカフェイン、トリゴネリンの簡易予測
• ProfilePrint社作成 Arabica SCAスコアモデルによる評価
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石光商事グループ様の基準に基づいた
Pass/Fail評価 (Classify Model)

背景：
• スペシャリティコーヒーなどのハイクオリティなコーヒー豆の評価においてはSCAスコアなどの評価方法が確立されているが、

世間的に多く消費されているコーヒー豆のほとんどは、クオリティとしてそこまで高いものではく、味わいの不均一性や欠陥
臭がすることもある。

• コーヒー豆においてはサンプル中に含まれる数粒が味わい全体に影響を及ぼすこともある。
• これまで世に出回っている分析機器や評価機器は画像やサイズスクリーニングによるカビやひび割れ、異物混入などをはじく

ことはできたが、非視覚的な欠陥を官能評価をせずに迅速に評価をするのは困難であった。
• 各社ごと、国ごとに評価基準が異なり、自社基準のPass/Fail判定を可視化、共有することは困難であった。

ProfilePrint メリット：
• これまで物量から全LOTカッピング評価することが困難であった場合でもProfilePrintにより簡便に味わいを予測することが可能。
• 「非視覚的な欠陥を判別」することが可能。
• 自社基準のPass/Fail判定を学習させることで「各社基準でのPass/Fail評価」が可能。

試験目的：
• 各社ごと、国ごとに評価基準が異なり、自社基準のPass/Fail判定を可視化、共有することは困難であったが、Pass/Fail判定モデル

を取引先へ共有することで、不必要なサンプルのカッピング作業の軽減やより適切な購買活動が見込める。
• カッピング対象サンプルを絞ることができ、検討が必要なサンプルにより集中してカッピング作業が行えるようになる。
• 時間的コスト、人的コストの最適化による有用性を見出すことができる。
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石光商事グループ様の基準に基づいた
Pass/Fail評価 (Classify Model)

試験内容・結果：モデルとしての精度結果
FAIL 33サンプル学習 PASS 27サンプル学習 / 全サンプル評価 (未学習サンプル 各3サンプル)

Balanced Accuracy 98.48％ ほぼすべてのサンプルを精度よく識別することができた。

対象サンプル：
Brazil産 Colombia産 コモディティーコーヒー生豆
PASS: 30サンプル FAIL:36サンプル(発酵臭, 薬品臭, カビ臭, 汚れ臭など)
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石光商事グループ様の基準に基づいた
Pass/Fail評価 (Classify Model)

結果：未学習サンプルの評価結果
FAIL 33サンプル学習 PASS 27サンプル学習 / 全サンプル評価 (未学習サンプル 各3サンプル)

ミスプレディクション

ConfidenceProfilePrint PredictionLot ID

63.32%FAILColombia FAIL sample 01

100.00%FAILBrazil FAIL sample 02

61.86%PASSBrazil FAIL sample 03

66.73%PASSColombia PASS sample 01

78.76%PASSBrazil PASS sample 02

99.99%PASSBrazil PASS sample 03

まとめ：
ほとんどすべてのサンプルにおいて、石光商事グループ様の基準で生豆の状態でPass/Failを識別することができた。
これまで生豆の焙煎、カッピングの作業を要していたが、生豆のままでの評価が1サンプルにつき約3分でできるようになり、
時間の効率化や客観性の証明、データの共有による入港前の事前スクリーニングへの応用が期待出来る。

1サンプルを除き正確に識別することができた。

※Confidenceに関して：
10個以上のアルゴリズムの組み合わせを最適条件になるように計算し、その最適条件を用いてPass/Failなど分類した確率を示している。
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ProfilePrint insight機能を用いたサンプルのばらつき評価

背景：
• スペシャリティコーヒーなどのハイクオリティなコーヒー豆の評価においてはSCAスコアなどの評価方法が確立されているが、

世間的に多く消費されているコーヒー豆のほとんどは、クオリティとしてそこまで高いものではく、味わいの不均一性や欠陥
臭がすることもある。

• コーヒー豆においてはサンプル中に含まれる数粒が味わい全体に影響を及ぼすこともある。
• これまで世に出回っている分析機器や評価機器は画像やサイズスクリーニングによるカビやひび割れ、異物混入などをはじく

ことはできたが、サンプルに中に含まれる非視覚的なばらつきを全量官能評価をせずに迅速に評価をするのは困難であった。

ProfilePrint メリット：
• これまで困難であったサンプル中の「ばらつきを可視化」することが可能。
• 官能評価をAIに置き換えることでどのサンプルを人が行い、どのサンプルをAIに置き換えられるかが識別可能。
• 販売先ロースタリー様のモデルを使用することで、各企業基準での評価、ばらつきの表示が可能になり、客観性のサポートに

もなる。

試験目的：
• ばらつきの多いコモディティーコーヒーにおいて、官能評価としてのばらつきがあるのか、サンプルとしてのばらつきなのか、

ProfilePrintとして精度が悪いのかこれまで判断が難しかった。
• この機能を活用することで、評価軸におけるサンプルのばらつきを可視化することができ、カッピングすべき対象品とそうでな

い対象品(ProfilePrintによる評価に置き換えられる)の判断がつき、カッピング作業の時間コストの削減を見込むことができる。



ProfilePrint.ai © 2023
15

結果：石光商事グループ様作成PASS/FAILモデルベースでのろうそくチャートによるカッピング推奨サンプルの判定
（Pass/Fail試験より一部抜粋）

ProfilePrint insight機能を用いたサンプルのばらつき評価

PASS Sample FAIL Sample
カッピングすべき

ばらつきのあるサンプル

ろうそくチャートの確認方法に関して：

1 sampleにつき複数回(5-7回)スキャニングする。
その回数の中でのサンプルのばらつき。

複数回スキャニングした中央値。
まとめ：
このモデルにおけるサンプルのばらつきがあるのもとそうでないものが可視化できた。
ProfilePrintによる評価に置き換えられるサンプルの判断がつき、カッピング作業の時間コストの削減を見込むことができる。

作製した各評価モデル軸におけるサンプルのばらつきを表示。
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まとめ 合否判定の実運用を想定した使い方

Pass/Fail Classifyモデル
(グループ分けモデル)

未学習
サンプル

スキャニング

例）ProfilePrintを使用したPass/Fail判定の簡易判別方法

ClassifyモデルがPASS予測、
InsightもPASSにまとまりサンプルの偏りが少ない。

ClassifyモデルがPASS予測、またはFAIL予測
Insightにおいてサンプルのばらつきがある。

ClassifyモデルがFAIL予測、
InsightもFAILにまとまりサンプルの偏りが少ない。

人による
官能評価実施

PASSサンプル
であると推察

FAILサンプル
であると推察

まとめ：
複数のモデル、機能を兼用し、AIに評価を置き換えることができるサンプルと人による評価が必要なサンプルを分類し、
ヒトとAIが組み合わさることで評価精度はさらに向上する。

Insight 機能を用いた
サンプルのばらつき

継続的に学習データを増やしていくことで、よりモデルの精度は向上し人によるカッピング作業を徐々に削減することができる。



ProfilePrint.ai © 2023 17

まとめ：合否判定の実運用を想定した使い方

ProfilePrintによる簡便化
• ProfilePrintによりAIモデルを作成することで、「誰でも簡単に」1サンプルにつき準備も含め2-3分と「短時間」で簡易測定が可能。
• 焙煎工程などの「時間省略」「身体的負担の軽減」「継続的で安定的かつ客観的な官能評価」官能評価者の「意思決定サポート」

が可能。
• スキャニングデータをクラウド上で管理、保管することで、「時と場所を超え」評価が可能。
• ProfilePrintのモデル上で合格品のもののみを入港するなど「事前スクリーニング」が可能。

ProfilePrintによる客観化
• 「各社基準でのPass/Fail評価」が可能。
• これまで物量から全LOTカッピング評価することが困難であった場合でもProfilePrintにより簡便に味わいを予測することが可能。
• 「非視覚的な欠陥を判別」することが可能。
• これまで困難であったサンプル中の「ばらつきを可視化」することが可能。
• 官能評価をAIに置き換えることでどのサンプルを人が行い、どのサンプルをAIに置き換えられるかが識別可能。

大幅なカッピング作業の簡略化、時間短縮、客観化が実現可能に。
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補足試験：
コーヒー生豆に含まれるカフェイン、トリゴネリンの簡易予測

背景：
LC(液体クロマトグラフィー)などの成分分析機器は精度よく単一成分を測定することができる一方、
測定にあたり専門的な技術者による検量線や測定までの時間的拘束が問題である。
また、外部の分析機関に調査を依頼するのも費用と時間がかかる。

ProfilePrint メリット：
• ProfilePrintによりAIモデルを作成することで、「誰でも簡単に」1サンプルにつき準備も含め2-3分と「短時間」で簡易測定が可能。
• 事前に学習させている項目であれば１度のスキャニングで「複数の数値を簡易的に予測することが可能」。※

※
事前学習に基づいた評価を行います。
波⾧を網羅的に測定し、LCなどの実数値との相関性などを判断し判定しているため、
必ずしも単一物質の測定やその単一物質を見ているわけではない可能性があります。

対象サンプル：
Brazil産 コモディティーコーヒー生豆 30サンプル
Colombia産 コモディティーコーヒー生豆 10サンプル
※石光商事グループ様提供サンプル使用
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補足試験：
コーヒー生豆に含まれるカフェイン、トリゴネリンの簡易予測

結果：学習に用いたサンプルの再評価結果(Caffeine)

試験方法：
1. ProfilePrintに40サンプルのコーヒー生豆をスキャニング。
2. LCを用いて同様のサンプルのカフェイン、トリゴネリン成分値を測定。
3. 1.のスキャニングデータに2.の成分値を学習させProfile(点数化)予測AIモデルを作成。
4. 3.のAIモデルを用いて学習に用いたサンプルの再評価を行う。
5. 3.のAIモデルを用いて、学習に使用していない未学習のサンプルのProfilePrint予測値とLC実数値を比較。

9.5

10

10.5

11

11.5

12

12.5

13

Caffeine 測定値 比較(昇順)

ProfilePrint Caffeine 予測値 LC Caffeine 実数値(mg/g)
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補足試験：
コーヒー生豆に含まれるカフェイン、トリゴネリンの簡易予測

結果：学習に用いたサンプルの再評価結果(Trigonelline)

試験方法：
1. ProfilePrintに40サンプルのコーヒー生豆をスキャニング。
2. LCを用いて同様のサンプルのカフェイン、トリゴネリン成分値を測定。
3. 1.のスキャニングデータに2.の成分値を学習させProfile(点数化)予測AIモデルを作成。
4. 3.のAIモデルを用いて学習に用いたサンプルの再評価を行う。
5. 3.のAIモデルを用いて、学習に使用していない未学習のサンプルのProfilePrint予測値とLC実数値を比較。

7.5

8

8.5

9

9.5

10

10.5

Trigonelline 測定値 比較(昇順)

ProfilePrint Trigonelline 予測値 LC Trigonelline 実数値 (mg/g)
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補足試験：
コーヒー生豆に含まれるカフェイン、トリゴネリンの簡易予測

結果：未学習サンプルProfilePrint予測値とLC実数値を比較

まとめ：
40サンプルと学習量が十分でない中、いずれの成分予測も未学習サンプルの評価も含め精度よく識別することができた。
カフェインの吸光波⾧がProfilePrint Version 4(400-1100nm)の範囲外であることから、カフェインではないが相関関連して増減して
いる波⾧からProfilePrintが予測している可能性がある。
将来の展望：
あくまでも予測値になるため成分表示などで使用することはできないが、
簡易予測という観点からこれまで全量評価できなかったものをProfilePrintを用いることで簡易的に評価することが可能になる。

絶対値差
ProfilePrint 
Trigonelline 

予測値

Trigonelline LC 
実数値絶対値差

ProfilePrint 
Caffeine 
予測値

Caffeine LC 
実数値Lot ID

0.19 9.369.170.54 11.5412.08
Brazil 
未学習サンプル 01

0.21 9.349.550.05 11.7411.69
Brazil
未学習サンプル 02

0.13 9.189.310.11 11.6211.73
Brazil
未学習サンプル 03

0.05 8.398.340.06 10.5510.49
Colombia
未学習サンプル 01

0.07 8.578.500.77 10.3411.11
Colombia
未学習サンプル 02
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ProfilePrint社作成 Arabica SCAスコアモデルによる評価

背景：
• スペシャリティコーヒーなどのハイクオリティなコーヒー豆の評価においてはSCAスコアなどの評価方法が確立されているが、

カッピングを行うまでの準備時間や、カッピング作業者の拘束時間、身体的負担が大きい。
• 輸出入の工程での「サンプルの同一性の確認」や「品質確認」など原料としてのクオリティ確認を離れた場所から確認するこ

とは困難である。

ProfilePrint メリット：
• ProfilePrint社作成のSCAスコアの点数軸を一つの基準として、共通の指標で離れた場所からクラウド上でサンプルの評価を行う

ことが可能に。
• 生産国⇔商社⇔ロースタリーまで一貫して共通の指標で品質を確認することができる。
• ProfilePrint社作成SCAスコアモデルをもとに少ないサンプル数で各社基準のPASS/FAIL判定モデル(※Standard Builder)を作成する

ことも可能。

使用目的：
• ProfilePrintによる評価を行う際、0→1で各社基準でのモデルを作成する必要があり、また自社基準でのPass/Fail判定モデル

(Classify Model)を作成する場合、最低でもPASS 30 sample, FAIL 30 sample必要になり、サンプルの準備に時間がかかって
しまう。ProfilePrint導入初期において、モデルを作成する手間が省け迅速に評価することが可能になる。

• ProfilePrintを使用してるサプライヤー、商社、ロースタリー様において一つの共通の指標となる。

※Standard Builder：
ProfilePrint社作成SCAモデルをベースに各社基準のPass/Fail判定を組み合わせることで、
Classifyモデルよりも少ないサンプル数(PASS 15sample, FAIL 15sample)でPass/Fail簡易判定モデル(Standard Builder)を作成することが可能になる。
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※ProfilePrint社SCAスコアモデルに関して
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※2025年7月現在で約28,000サンプルを学習(Version 7.0)
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※ProfilePrint社SCAスコアモデルに関して

ProfilePrint社が作成したモデル

注釈
誤差を0にすることは不可能。コーヒーのテイスティングが非
常に主観的なため、誤差0に到達すること自体非常に困難。Q
グレーダーはSCAで訓練されているかもしれないが、それでも
コーヒーのグレーディングにおいて、彼ら自身に違いが見ら
れる。ある企業内のカッパー間の一致率を調査したところ、
カッパーのスコアの標準偏差は1.5であった。
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ProfilePrint社作成 Arabica SCAスコアモデルによる評価

スペシャリティコーヒーでの使用実績

コーヒー豆オンラインストア販売サイトでの活用事例
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ProfilePrintを活用した将来性
• 採用実績
• まとめ
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採用実績

Offices

Deployment Sites

60+ 
deployments 
across 6 
continents

Some of our shareholders:
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まとめ

ProfilePrint Total Solution

生産国

卸/商社

AIという手段を用いた「品質の客観化」、クラウド管理による「効率的なサプライチェーンの構築」

メーカー
将来的に海外生産拠点の企業と「モデル共有」「サンプルのスキャンデータ共有」することで、
購買品選定最適化(迅速化)、 PSSの削減、品質トレースアビリティサポート、
カッピング作業の最適化、製品販売時の客観的証明へ貢献することが出来る。


